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研究成果の概要（和文）：人間の自然な営みである分娩を生理学的に捉え直し、過度な医療介入を避け、母児の
力を最大限に活かせるようなケアの概念を「人間的出産」と呼ぶ。エルサルバドルにおける「人間的出産ケアモ
デル」導入の効果を、褥婦を対象とした産科ケア満足度調査（ベースライン256名、エンドライン133名参加）、
および医療者が提供する産科ケアの直接観察調査（ベースライン84名、エンドライン82名参加）により評価し
た。産科ケア満足度は154点から158点に有意に上昇し（200点満点）、直接観察では分娩中の飲食・自由な体動
等、WHOガイドラインで「推奨される」ケアの実施割合が上昇した。

研究成果の概要（英文）：The concept 'Humanization of childbirth' refers to care during childbirth 
that takes a physiological process of childbirth as a natural activity of humans, avoids excessive 
medical intervention and respects the ability of mother and infant to bear and to be born.  The 
effectiveness of the introduction of the "humanized childbirth care model" in El Salvador was 
evaluated through an obstetric care satisfaction survey of postpartum mothers (256 participants at 
baseline and 133 participants at endline) and a direct observation survey of obstetric care provided
 by health professionals (84 participants at baseline and 82 participants at endline). Obstetric 
care satisfaction increased significantly from 154 to 158 points (on a 200-point scale), and direct 
observation showed an increase in the percentage of care "recommended" by WHO guidelines, such as 
encouragement of oral fluid and food, and maternal mobility during delivery.

研究分野： Maternal and Child Health

キーワード： humanized care　childbirth　satisfaction　evidence based madicine　international health　El S
alvador
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研究成果の学術的意義や社会的意義
WHOは、ミレニアム開発目標に掲げられた妊産婦死亡率の削減が多くの国で達成できなかった理由として、分娩
時のケアの質の低さが障壁となったと評価している。分娩時のケアの質の向上は、女性の出産満足度を高めるだ
けでなく、妊産婦死亡率にも関わっていることが示唆された。そのため「人間的出産ケアモデル」の確立・導入
を通じて、エルサルバドルの産科ケアの質の向上を図る本研究の意義は高い。また、中米の産科ケアの質を評価
した研究はほとんど見当たらないことから、本研究は、中米の産科ケアの現状に関する基礎資料を提供すること
ができると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

国際保健の現場では、「自然な出産」を言い表す用語が、「科学的根拠に基づいた分娩時ケア」、

「Women Friendly ケア」、「Women Centered ケア」、「産婦を尊重したケア」等、複数ある。

「人間的出産」も、できるだけ「自然な出産」となるように続けられてきた模索の一つである。

特に、中南米に広く浸透している概念であり、本来、人間の自然な営みである分娩を生理学的に

捉え直し、過度な医療介入を避け、女性の産む力・児の生まれる力が最大限に活かせるように支

援する分娩時のケアと捉えられている。WHO は 2018 年出版の正常出産ガイドライン「WHO

推奨：ポジティブな出産体験のための分娩期ケア」の中で、産婦を尊重したケアの重要性を説い

ている。具体的には、女性の尊厳、プライバシーを保ち、継続的なサポート等を、全ての女性の

権利として推奨している。 

中米エルサルバドルでは、保健省と日本国際協力機構（Japan International Cooperation 

Agency：JICA）の協力のもと、2018 年 3 月から 2023 年 2 月に「科学的根拠に基づいた

人間的出産プロジェクト」を実施し、エルサルバドル国内の国立病院において分娩時の産科

医療ケアの質の向上を目的とした「人間的出産ケアモデル」を構築した。本研究はケアモデ

ル導入により、産科ケアの質がどのように向上したのか、その効果を調べることにある。 

 

２．研究の目的 

 出産中から産後にかけて医療者から受けた産科ケアに対する女性の満足度を評価する。 

 出産中から産後にかけて医療者が女性や新生児に提供する産科ケアの実態を、直接観察を

通じて明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 目的を達成するため、本研究は以下の 2 つの調査を実施した。 

【研究 1】インタビューによる出産満足度調査 

国立病院において経腟分娩で出産した産後 1 日目の低リスク褥婦を対象に、出産中から産後

にかけて医療従事者から受けたケアに対する女性の満足度を、40 項目からなる Care in 

Obstetrics: Measure For Testing Satisfaction（COMFORTS）尺度を用いて評価した。

COMFORTS のオリジナルは Janssen らによって英語で開発され（2006 年）、Montes らによ

ってスペイン語に翻訳され、その妥当性も検証されている（2012 年）。本研究は Montes の使用

許可を得てスペイン語版を使用した。COMFORTS は計 40 項目の産科ケア（出産中のケア 13

項目、産後のケア 11 項目、新生児のケア 10 項目、出産施設の設備等 6 項目）で構成され、「非

常に不満足（1 点）」−「非常に満足（5 点）」で回答するリッカートスケールである（最低 40 点

−最高 200 点）。 

本調査のために雇用した非医療従事者 2 名が産褥病棟でリクルートし、調査協力を得た女性

へのインタビューを通じて満足度を回答してもらった。なおエルサルバドルでは、経腟分娩の場

合は産後翌日に退院し、産後 1 ヵ月健診は女性の居住地最寄りの保健センターで実施すること

から、本調査では病院を退院する直前の女性をリクルートした。 

【研究 2】直接観察による産科ケアの質調査 

「人間的出産ケアモデル」の指針としたのがWHOの正常出産ガイドラインであることから、

本調査は WHO ガイドライン推奨 56 項目のうち、エルサルバドルで行われていないケア項目

（例：助産師主導のケア、薬理学的手法を用いた産痛緩和ケア等）、陣痛室では観察できない項

目（例：入院時の慣例的な骨盤計測等）を除き、客観的に観察可能なケア 21 項目に着目した。 

 本調査のために雇用した産科領域での職務経験がある医療従事者（医師・看護師）2 名が、経



腟分娩目的で国立病院の陣痛室に入院した産婦をリクルートし、調査協力を得た女性および女

性のケアを担当する医療従事者の許可を得て、出産中から産後にかけての経過や、医療者が女性

や新生児に提供する産科ケアを観察した。対象者の同意を得てカルテを閲覧し、分娩経過に関す

る情報や出産中の処置等に関する情報も収集した。 

 本研究は、東京大学医学部倫理審査委員会の承認（No. 2019344NI）とエルサルバドル国立女

性病院倫理委員会、エルサルバドル保健省研究倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

４．研究成果 

 ベースライン調査は 2021 年に 3 施設、エンドライン調査は 2022 年に 1 施設で実施した。な

お、本研究のベースライン調査は 2019 年に実施予定だったが、エルサルバドルにおける研究計

画の合意形成に時間を要したこと、2019 年 10 月にエルサルバドルで倫理申請書類を提出した

ものの、COVID-19 のパンデミック対策として国内の公立医療機関における全ての教育活動・

研究活動が停止され、診療活動に専念する方策がとられたことを受け、ベースライン調査実施は

渡航規制が解除された 2021 年となってしまった経緯がある。また、エンドライン調査は 5 施設

で実施予定であり、日本・エルサルバドルの両国の倫理審査において 5 施設での調査実施が承

認されていたが、政権交代により 2022 年 6 月に保健省の母子保健担当部署の幹部らが更迭

されたこと等に関連し、ベースライン調査に参加した 3 施設中、1 施設のみでの調査が実現

できたに限った。よって、本報告では、「人間的出産ケアモデル」導入の効果を示すため、ベー

スラインとエンドラインのデータセットが揃っている国立病院 1 施設の結果を示す。 

 
研究 1 の出産満足度調査の参加者は、エンドライン調査 256 名、エンドライン調査 133 名で

あった。産科ケア満足度の評価に用いた尺度 COMFORTS の 40 項目合計点は、154 点→158 点

へ有意に上昇した（p<0.001）。下位尺度毎の変化は、出産中のケア 13 項目は、48 点→52 点

（p<0.001）、産後のケア 11 項目は 42 点→44 点（p<0.001）と有意に上昇したが、新生児のケ

ア 10 項目、出産施設の設備等 6 項目については有意な変化は見られなかった。しかし本研究結

果の 158 点は、COMFORTS を用いた他国の先行研究は、カナダ 171 点、スペイン 168 点より

低いため、有意な改善が見られなかった新生児ケアや出産施設の改善も含めたケアの質の向上

が望まれる。 

 研究 2 の直接観察による産科ケアの質調査の参加者は、エンドライン調査 84 名、エンドライ

ン調査 82 名であった。WHO ガイドラインで「推奨される」ケア項目については、「自然な分娩

の開始」61 名（71.8%）→55 名（67.1%）；「分娩中の飲水・飲食」35 名（41.7%）→60 名（73.2%）；

「分娩第 1 期の自由な体動」45 名（53.6%）→67 名（81.7%）；「分娩第 2 期の自由な体位」5 名

（6.0%）→50 名（61.0%）と推移していた。なお、「自然な分娩開始」の者の割合に大きな変化

は見られなかったが、陣痛促進薬の適応となった者は分娩進行が緩慢など、医学的な必要性が認

められた者が多かった。WHO ガイドラインで「推奨されない」ケア項目については、「会陰切

開」25 名(29.8%）→13 名（15.9%）；「児娩出時の子宮圧迫」9 名(10.7%)→7 名（8.5%）：「異常

出血予防の子宮収縮薬未投与」5 名(6.0%)→4 名（4.9%）；「臍帯早期切除」19 名（22.6%）→12

名（14.6%）と推移し、推奨されないケアの実施率の低下が確認できた。 

本研究の限界として、ベースライン調査が「人間的出産ケアモデル」導入が進んでからの実施

となり、介入効果があらわし難かったこと、調査施設が限られたことが挙げられる。今後は、ど

のような産科ケアが女性の満足度を上昇させるのか、その関連要因を分析していく予定である。 
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